
 

情報・システム研究機構国立情報学研究所 研究教育職員（事業系） 公募要領 

 

国立情報学研究所では、学術情報ネットワーク SINET の運営や CiNii などの学術情報に

関するサービスを行っています。また、今後はサイバーセキュリティやクラウドに関する

事業を展開しようとしております。このような先端的 IT を大学等に対するサービスとして

実現する事業の運用と開発に携わる人材の公募を以下のとおり行います。 

 

１．公募職名・人員 

特任准教授又は特任助教   あわせて若干名  

（※特任教授としての採用を考慮する場合もあります。） 

 

２．採用時期 

平成２７年１０月１日以降のなるべく早い時期 

 

３．任期 

任期は５年間 

採用後の業績等により任期の更新（５年１回限り。ただし、平成２５年４月１日

以降、情報・システム研究機構と雇用契約がある者については、当該雇用期間が任

期に通算されます。）、昇任等を行う場合があります。 

 

４．勤務条件等 

    情報・システム研究機構特定有期雇用職員就業規則等が適用されます。 

 

５．NII の特徴と期待される研究者 

国立情報学研究所（NII）の使命は、我が国唯一の情報学の学術総合研究所として、

情報学という学術分野において長期的な視点に立つ基礎研究ならびに社会課題の解決

を目指した実践的な研究を推進することにあります。同時に、大学共同利用機関とし

て学術コミュニティ全体の研究・教育活動に必須である学術情報基盤、即ち、大学や

研究所を結ぶネットワーク（SINET）の運用、学術コンテンツならびにサービスプラッ

トフォームの提供等の事業を展開・発展させること、そして、これらの活動を通して

人材育成と社会・国際貢献に努めることも重要な使命です。 

以上を踏まえて、今回の公募では、我が国における IT の未来を自身が開拓するとい

う気概を持ち、学術情報基盤の研究開発、構築、運用を通じて、大学や社会に貢献す

る成果を具現化できる人材を求めます。 

 



６．研究開発分野 

下記のトピックに適合する研究開発または構築・運用に従事してきたことが望ましいが、それ

に資する経験などがあればよい。 

 

（１）コンピュータネットワーク分野 

  学術情報ネットワークの設計・構築・運用、先端ネットワーク機能ならびにサービス

の研究開発・実装・運用、ネットワークシステムの接続検証、海外ネットワークとの連

携による機能開発・相互運用、トラフィックモニタリング・分析・可視化ツール、通信

パフォーマンス向上ツール、クラウドサービスならびにセキュリティサービスとの連携

機能の研究開発及び構築など 

 

（２）セキュリティ分野 

  学術情報ネットワークやクラウド基盤におけるセキュリティ機能の設計・構築・運用、

先端セキュリティ機能ならびにサービスの研究開発及び構築、セキュリティ機器の機

能・性能検証、トラフィック異常監視・検知ツール、大規模ログ収集等によるフォレン

ジック機能ならびにサービスの研究開発及び構築、大学等と連携したセキュリティ強化

体制の構築など 

 

（３）クラウド分野 

  クラウド指向の学術情報基盤の設計・構築・運用ならびにクラウドコンピューティン

グをはじめとする並列・分散処理システム技術やその応用技術に関する研究開発及び構

築。具体的には、ミドルウェア、仮想化技術、資源管理・スケジューリング、大規模デ

ータ分析基盤ソフトウェア、大規模データ分析アプリケーション、認証連携技術、利用

環境（ポータルシステム）、大規模システム運用管理、可視化ツールなど、さらに以上

の技術を統合した大規模並列・分散システムアーキテクチャなど 

 

（４）コンテンツ分野 

  学術コンテンツの作成、収集、分析、マイニング等の処理と活用のためのシステム

や、ユーザインタフェース、Web 情報処理、利用ログの解析、多メディア情報処理

や大規模研究データの蓄積と利用や解析、ならびに、計量書誌学、オープンアクセ

ス、オープンデータなど学術コミュニケーションに関する研究開発及び構築など 

 

（５）オンライン教育分野 

  MOOC 等が急速に拡大している中、従来の高等教育を大きく革新するようなオンライ

ン教育に関する新しいサービスの具現化に貢献するような、システム技術、コンテンツ

やデータベース技術、大規模なログデータ等の解析と評価手法、画期的なユーザインタ



フェースの実現などに関わる研究開発及び構築など 

 

７．資質・経験等 

それぞれの分野において、独創的かつ革新的なコンセプトに基づく研究開発を遂行する

ための資質と意欲、学術情報基盤の設計・構築・運用を推進するリーダ的資質、国内外の

関係学術機関や民間企業等との円滑なコミュニケーション能力を有することが期待され

ます。また、学術論文のみならず、広報や啓蒙のために難解な技術等を分かり易い文章で

執筆できるような言語運用能力も求められます。 

なお、ネットワーク分野では、高速ネットワークの設計・構築・運用およびネットワー

クシステムの開発の経験、セキュリティ分野ではセキュリティ装置の導入・運用およびト

ラフィックデータやログデータの分析評価の経験、クラウド分野では、クラウドをはじめ

とする並列・分散処理システムの構築・運用および並列・分散処理システム上でのプログ

ラム開発の経験、コンテンツ分野およびオンライン教育分野では、関係するコミュニティ

で実際に利用される情報システムの設計・構築・プログラム開発やコンテンツ開発の経験

を有することが求められます。 

 

８．応募資格 

博士の学位を有する者、又は相当の実務能力を有すると判断される者 

 

９．応募書類 

（１）履歴書（別紙様式１） 

希望研究開発分野、職種（特任准教授又は特任助教）を記入してください。 

（２）研究開発実績 

任意の様式 （２，０００字以上、あまり長くならないように） 

今までに行ってきた研究開発や実務における実績について、具体的なエビデン

スを引用しつつ、その概要、特長、関係分野ないし社会に与えたインパクト、チ

ームによる活動であればそこでの貢献等を説明してください。エビデンスとして

は、過去に作成したソフトウェア、データベースあるいはシステム、学術論文、

著作、特許などが考えられます。なお、複数の人が関与した業績の場合には、本

人の貢献度を明らかにしてください。また、複数の実績がある場合には、項目ご

とに分けて記述してください。 

（３）推薦書／照会先 

  推薦書が有る場合、同封してください。推薦書がない場合、応募者の業績につい

て照会できる方の氏名、連絡先を記入してください。 

（４）就任後の抱負 

任意の様式（２，０００字程度） 



我が国の現在の学術情報基盤を踏まえ、さらに欧米の動向も勘案し、就任後、

その基盤の上で実現しようとするサービスや活動に関して、構想や抱負等を明確

に記述してください。 

（５）その他、参考になる書類 （提出は任意） 

○研究業績リスト（別紙様式２に従い、論文や著書を公表年順に記載する。 

主要業績については、最大３編まで別刷り（コピー可）を添付することもできます。） 

○学会における活動状況（別紙様式３） 

○職域における活動状況（別紙様式４） 

○社会における活動状況（別紙様式５） 

 

１０．応募期限 

平成２７年６月３０日（火）【必着】 

 

１１．選考方法 

書類審査及び面接 

面接は、書類審査合格者を対象とし、これに係る旅費、宿泊費等は応募者の負担と

します。 

面接は、７月下旬から８月上旬に行われる予定であり、準備等に留意ください。 

 

１２．採否（内定）通知 

平成２７年９月末日頃までに本人あてに採否（内定）を通知します。 

 

１３．問合せ先 

（１）応募書類、身分等について 

情報・システム研究機構国立情報学研究所総務部総務課人事チーム 

電話：03-4212-2025～2026  FAX：03-4212-2035  E-mail koubo@nii.ac.jp 

 

（２）研究内容について 

情報・システム研究機構国立情報学研究所 

アーキテクチャ科学研究系・教授 佐藤一郎 

電話 03-4212-2546, E-mail: koubo@nii.ac.jp 

 

１４．応募書類の提出先 

〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋２丁目１番２号 

「情報・システム研究機構国立情報学研究所長」宛 

     （※ 必ず郵送してください。（電子メールでは受付していません。）） 



 

１５．その他 

  （１）封筒に「応募書類在中（事業系特任教員）」と朱記して、書留郵便にて送付してく

ださい。 

（２）応募書類は原則として返却いたしません。 

（３）個人情報の取扱いについて 

本公募に関連して提出された個人情報については、選考の目的に限って利用し、

選考終了後は、職員として採用される方の情報を除き、全ての個人情報は責任をも

って破棄します。 

職員として採用される方については、人事、労務、給与関係処理等採用手続き及

び研究・教育等、所内の各種手続きに使用させていただきます。 

  （４）国立情報学研究所では、男女共同参画への取り組みとして、女性研究者の積極的

登用を行っています。本公募においても、業績（研究業績、教育業績、社会貢献

等）の評価において同等と認められた場合には、女性を積極的に採用します。 

 

※  本 件 に つ い て は ， 国 立 情 報 学 研 究 所 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.nii.ac.jp/about/recruit/）に掲載されています。 

 


